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＜調査項目＞＜調査項目＞

（イ）STKR材等の冷間成形角形鋼管を柱材に用いた構造と幅厚比の
規定に抵触する建築物の補強方法等の検討
「（1）STKR材等委員会」を設置して調査を実施（事務局：（社）日

本鋼構造協会）

（ロ）中規模鉄骨造建築物に関する簡易な安全性の確認方法の検討

特性の異なる構造を調査する必要があることから、
「（2）低層片側ブレース構造委員会」（事務局：（社）日本鋼構造協会）
及び
「（3）中層ラーメン構造委員会」（事務局：（株）日本建築センター）
の2つの委員会を設置して調査を実施

鉄骨造の課題の調査項目として提示された以下の２つに対して、３つの委員会を設
置し、（独）建築研究所との共同研究として、これらの調査を実施した。
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＜調査全体の実施体制＞＜調査全体の実施体制＞

「建築基準整備促進補助金事業」のうちの「５．鉄骨造建築物の基準の整備に資する検
討」の内容と、 「１４．特定畜舎等建築物の合理的な構造計算基準の整備に資する検

討」の内容については、関係する部分が多くあり、連携して検討を進める必要があるこ
とから、下記のように、４つの委員会を統括する委員会を（社）日本鋼構造協会に設置し
て、これらの調査を推進した。

建築基準整備統括委員会
（事務局：（社）日本鋼構造協会）

ＳＴＫＲ材等
委員会

事務局：（社）日本鋼構造協会

低層片側ブレース
構造委員会

事務局：（社）日本鋼構造協会

中層ラーメン
構造委員会

事務局：（株）日本建築センター

特定畜舎等
委員会

事務局： （社）日本鋼構造協会
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平成20年度 建築基準整備促進補助金事業

5. 鉄骨造建築物の基準の整備に資する検討
（イ）STKR材等の冷間成形角形鋼管を柱材に用いた
構造と幅厚比の規定に抵触する建築物の補強方
法等の検討

（（11）） STKRSTKR材等委員会材等委員会

（社）日本鋼構造協会
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＜背景と目的＞＜背景と目的＞

冷間成形角形鋼管の製造法と問題点

ロール成形

角形鋼管

プレス成形

角形鋼管

製造過程で冷間曲げ加工（塑性変
形）しているため、構造部材としての
塑性変形性能に問題有り

1994年に塑性変形性能を改善した
部材（ BCR,BCP ）が開発される
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＜＜2020年度の調査実施項目＞年度の調査実施項目＞

（１） 既存不適格建物の実状調査：
◆STKRの生産実績等の調査
◆既存不適格建物の試設計と地震応答解析による調査
◆既往の試設計建物の地震応答解析による調査
◆実建物の調査に基づく既存不適格建物の実状調査

（２） STKR、BCR、BCP材の塑性変形性能等の実態調査：
◆素材と部材の実験データの整理分析
◆既往の部材の塑性変形性能算定式等の整理分析

（３） STKC材の対応方針の検討：

（４） 補強方法の文献調査：
◆各部位別の補強方法の調査
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（１） 既存不適格建物の実状調査：

◆既存不適格建物のパターン分析と試設計による調査

試設計建物の設計方針：
梁は共通として、柱はSTKRで柱梁耐力比1.5を満
足する場合と満足しない場合、ＢＣＲの場合の３種
類で設計。４層、６層、９層の建物を設計。

４層試設計建物の例

静的増分解析の結果、
柱梁耐力比1.5を満足しなくても保有水平
耐力には十分余裕があることがわかった

◆STKRの生産実績等の調査
ＳＴＫＲ材の生産実績等を調査し、1989年以降で約900万トンの生産があり、そ
のうち既存不適格を少なく見積もって1/3とした場合でも、約300万トンで、25ｋｇ
/m2で面積換算すると、1億2000万m2となる
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◆既往の試設計建物の地震応答解析による調査

・冷間マニュアルが規定される以前の11の試設計骨組について地震応答解析を行
なった結果、柱梁耐力比は1.5未満になる場合がかなり多いが、1階柱の脚部以外
には、柱にはほとんど損傷が生じない。パネルが先行して降伏し、塑性エネルギー
を吸収していることがわかった。

調査した試設計建物の軸組図（８層骨組の例）

パネルが先行降伏するため柱は塑性化しない可能性が高い

実建物の柱梁耐力比等調査した8つの文献を調査した。柱梁耐力比は、中柱接合部の
8割前後が1.5を満たしていなかった

◆実建物の調査に基づく既存不適格建物の実状調査

マニュアル適用以前の建物は多くが既存不適格となっていることが判明
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（２） STKR、BCR、BCP材の塑性変形性能等の実態調査：

◆素材と部材の実験データの整理分析

◆既往の部材の塑性変形性能算定式等の整理分析

STKR材はBCR材よりも塑性変形性能に乏しい傾向が確認された

塑性変形性能算定式等に関する調査を行い算定式の差異を確認した。「2008
年版冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル」が概ね安全側の評価であること
がわかった

STKR400の累積塑性変形倍率と幅厚比の関係
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（３） STKC材の対応方針の検討：

STKC材を用いた建物の増改築時における対応方針としては、物件毎に時刻
歴応答解析により個別で認定して対応することが確認された

（４） 補強方法の文献調査：

◆部位別の補強方法の提示

柱の補強としては(a)山形鋼、(b)鋼板、(c)CＴ形鋼などによる補強がある

(a)山形鋼 (b)鋼板 (c)CＴ形
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＜「＜「STKRSTKR材等委員会」の調査結果のまとめ＞材等委員会」の調査結果のまとめ＞

（１）冷間マニュアルを適用していない建物は大半が、柱梁耐力比1.5を満足していない
可能性が高く、既存不適格となる。

（２）既往の試設計建物の応答解析の結果から、柱梁耐力比が1.5に満たない場合でも
柱に損傷が生じなかった。これはパネルが先行降伏するためである。

（３）ＳＴＫＲ材の塑性変形性能算定式の調査から、「冷間マニュアル」の算定式は概ね安
全側である。

＜２１年度の課題＞＜２１年度の課題＞

・試設計による検討と時刻歴解析による応答性状の把握
・ＳＴＫＲ材の塑性変形性能算定式の検討
・限界耐力計算法とエネルギー法による安全性確認方法の検討
・ＳＴＫＣ材の評価方法の検討
・柱を補強する方法の実験による検討と補強設計式の検討
・簡易な補強としての鋼材ダンパー等による補強の可能性の検討
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平成20年度 建築基準整備促進補助金事業

5. 鉄骨造建築物の基準の整備に資する検討
（ロ）中規模鉄骨造建築物に関する簡易な安全性の

（（22）低層片側ブレース構造委員会）低層片側ブレース構造委員会

（社）日本鋼構造協会

確認方法の検討

12



＜目＜目 的＞的＞

低層片側ブレース構造に、二次設計で要求され
る性能を自動的に満足するように条件設定され
たチェックシ－トを用い、簡易に大規模地震時の
安全性を確認できる設計システムを提案する。

【構造体のイメージ】
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＜対象建築物概要＞＜対象建築物概要＞

用途 工場、倉庫等、及びその併用

階数 平屋

地下階 不可

塔屋 なし

延べ面積 10,000㎡以下
最高の軒の高さ 3.0m以上9.0 m以下

最高の高さ 13.0 m以下

最大スパン スパン方向 30m

桁方向（柱間隔） 12m

柱の断面 H形鋼

大ばりの断面 H形鋼

柱脚 露出柱脚

屋根、壁形式 金属製屋根、金属製外装材
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＜設計フロー＞＜設計フロー＞
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＜チェックリスト＞＜チェックリスト＞
【許容ｽﾊﾟﾝﾁｪｯｸｼｰﾄ】【建築物ﾁｪｯｸｼｰﾄ(1)～(6)】
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平成20年度 建築基準整備促進補助金事業

5. 鉄骨造建築物の基準の整備に資する検討
（ロ）中規模鉄骨造建築物に関する簡易な安全性の

（３）中層ラーメン構造委員会（３）中層ラーメン構造委員会

（株）日本建築センター

確認方法の検討

17



＜調査の目的＞＜調査の目的＞

＜平成＜平成2020年度の調査実施項目＞年度の調査実施項目＞

現行の建築基準法における鉄骨造建築物の基準の合理化に資することを目的とし、
建築基準法施行令第８１条第２項第二号イに規定する許容応力度等計算によって安
全性の確認が必要となる建築物のうち、建築計画が釣り合いのよいものなどについ
て、いわゆる二次設計を代替する簡易な評価基準を主体に、付帯する課題について
も検討する。
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◆１ 現状分析
◆２ 簡易な耐震安全性の確認方法
◆３ 技術課題の整理
◆４ 将来検討すべき課題の整理



１．現状分析１．現状分析 中規模鉄骨造建物の事例調査

（社）日本建築構造技術者協会（ＪＳＣＡ）及び複数の指定構造計算適合性判定機関に協
力頂き、以下の調査と分析を実施した。

（１）Ｈ２０年の設計事例全体調査

（２）高さ31m以下の設計事例個別調査
（３）構造計算適合性判定のﾁｪｯｸﾘｽﾄの内容及びﾁｪｯｸ項目等の調査

（４）適合性判定審査事例（総数57例）を対象に、技術的な指摘事項と頻度等の調査

（分析結果の一例）（分析結果の一例）
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２．簡易な耐震安全性の確認方法（１）２．簡易な耐震安全性の確認方法（１）
提案１：『ＪＳＳＣ低層ビルシステム』の中層ラーメン構造への拡張

低層鉄骨造に対して既に大臣認定を取得済の『ＪＳＳＣ低層ﾋﾞﾙｼｽﾃﾑ』を、高さ３１ｍ以
下の中層ラーメン構造にまで適用拡大できるか否か を一貫構造計算プログラムを用
いた試設計により検証

下記の事項が判明した。

（１）『ＪＳＳＣ低層ビルシステム』の柱
・梁組み合わせは、検討の試設計の
範囲内では安全側の結果となった。

（２）『ＪＳＳＣ低層ビルシステム』では
各節点の柱・梁耐力比を1.5以上と
設定しているが、耐力比1.5以下と出
来る可能性を見出した。

0.0 2.1 4.2 6.3 8.4
0.0 

3500.0 

7000.0 

10500.0 

14000.0 

δ(cm) 

Q(kN) 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
1F

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46

47
2F

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46

47
3F

1
23
45
6
78
910
1112
13
1415
1617
18
1920
2122
2324
25
2627
2829
30
3132
3334
3536
3738
39
4041
42
4344
45 46

47
4F

12
34
56
78
910
1112
1314
1516
1718
1920
2122
2324
2526
2728
2930
3132
3334
3536
3738
3940
4142
4344
45 46 47

5F

12
34
56
78
910
1112
1314
1516
1718
1920
2122
2324
2526
2728
2930
3132
3334
3536
3738
3940
4142
43 44

45 46 47
6F

12
34
56
78
910
1112
1314
1516
1718
1920
2122
2324
2526
2728
2930
3132
3334
3536
3738
3940
4142
43 44

45 46 47
7F

12
34
56
78
910
1112
1314
1516
1718
1920
2122
2324
2526
2728
2930
3132
3334
3536
3738
3940
4142
4344
45 46

47
8F

1234
5678
9101112
13141516
17181920
21222324
25262728
29303132
33343536
37383940
41424344
454647

9F

20



２．簡易な耐震安全性の確認方法（２）２．簡易な耐震安全性の確認方法（２）
提案２：技術課題の整理

高さ３１ｍ以下中規模鉄骨構造建物の設計事例の調査を行い、現在の鉄骨造建

物の設計の実態を明らかすると共に、構造計算適合性判定審査の実状調査を行
い、設計上の技術課題整理のための基礎資料を得た。

◆審査の指摘事項の多くを占める下記の設計上の技術的課題（現行法規上の規
定はあるものの扱いが必ずしも明確でない、また学術上の見解がまとまってい
ない事項）を摘出し、これらについて現行法規や学会基準などの規定の背景を
調べると共に、残された技術的課題を明らかにした。

設計上の技術的課題：｢幅厚比｣｢横補剛｣「梁端設計法」｢合成梁・合成ｽﾗﾌﾞ｣
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１．中規模鉄骨造建築物の設計事例調査 及び 構造計算適合性判定審査の実情調査を実施

し 簡易な耐震安全性の確認方法のための基礎資料を得た。
２．簡易な耐震安全性の確認方法として、下記提案の基礎資料を得た。
（１）現行の『ＪＳＳＣ低層ビルシステム』の中層ラーメン構造への拡張
（２）現行の設計上の技術的課題の整理

３．現行法規上の規定はあるものの扱いが必ずしも明確でない、また学術上の見解が纏まって
いない下記の技術的項目について、技術的背景と残された課題を調査した。
①幅厚比 ②横補剛 ③梁端設計法 ④合成梁・合成スラブ

＜「中層ラーメン構造委員会」の調査結果の纏め＞＜「中層ラーメン構造委員会」の調査結果の纏め＞

＜Ｈ２１年度の課題＞＜Ｈ２１年度の課題＞
課 題 内 容

１．簡易な耐震安全性の確認方法（中層ﾗｰﾒﾝ構造）

（１）『ＪＳＳＣ低層ﾋﾞﾙｼｽﾃﾑ』の中層ﾗｰﾒﾝ構造への

適用拡大
安全性確認の簡易システムの具体
的検討と確立

（２）現行の設計上の技術的課題の整理 技術課題（幅厚比、横補剛、梁端設
計法、合成梁・合成スラブ）の合理的
設計法の提示と申請書類の様式改
良具体案の検討

２．簡易な耐震安全性の確認方法（中層ﾌﾞﾚｰｽ構造等） ﾌﾞﾚｰｽ構造への拡張の検討
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